
39 日本ガイシグループ NGKレポート2017

全ての
ステークホルダーと共に

人権への取り組みを推進

日本ガイシグループは、お客さま、取引先、株主・投資家、地域社会
の皆さま、行政・国際機関、大学・研究機関、従業員に対する当社グ
ループの理解を促進するとともに、すべてのステークホルダーとの
対話を通じて活動や取り組みを継続的に改善しています。

日本ガイシグループは、企業理念の実現を目指して、より良い社会環境に貢献し、新たな価値をもたらす製品やサービスの提
供に取り組んでいます。このような活動を通じて社会的責任を果たし、社会の皆さまからの期待と信頼を獲得するために、CSR
の目標を定め、継続的に取り組みを強化しています。

日本ガイシグループは、人権に関する影響を認識し、対処するため、EICC（Elect ron ic Indust ry Ci t i zensh ip 
Coal i t ion、電子業界CSR アライアンス）行動規範や、国連ビジネスと人権に関する指導原則を参考に、社外コンサ
ルタントの支援を受けて具体的な調査項目を設定しました。2016年11月から、国内グループ会社を対象として活動
に着手、2017年度には本社および海外のグループ会社へ順次活動を拡大していきます。

日本ガイシグループは、企業行動指針に「人間性の尊重」を掲げ、国内の全従業員が閲覧可能なイントラネットを通じ
て、国連の「世界人権宣言」と「ビジネスと人権に関する指導原則」について解説、周知しています。2015年4月には、
「国連グローバル・コンパクト※」に参加し、人権保護に対する啓発活動や教育をさらに積極化しています。

人権デュー・ディリジェンスの開始

人権講演会を開催
日本ガイシは2017年3月、CSRやサステナビリティの分野で企業活動をサポー
トする株式会社創コンサルティングの海野みづえ氏を講師に招き、人権講演会を
開催しました。「新興国ビジネスでの人権リスク～責任ある労務対応～」をテーマ
に、サプライチェーンで行うべき労働者の人権保護など、具体的な課題や対策に
ついて学びました。

※企業・団体が社会の良き一員として行動することで、持続可能な成長を実現するための世界的な枠組み。
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CSRの取り組み

CSRの取り組み・コーポレートガバナンスに関して
WEBサイトに掲載の「NGKレポート2017 フルレポート」（PDF）もご覧ください。
基本的な考え方や体制、本冊に掲載していない取り組みやデータなど、
より詳細に報告しています。
▶http://www.ngk.co.jp/csr/

講師の（株）創コンサルティング海野みづえ氏


